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１．研究の背景 

細胞骨格の構造変化は細胞機能と深く関わっており、その細胞骨格の形状や量は、細胞の粘弾

性（レオロジー）の変化として捉えることができる。従って、細胞機能の理解には、細胞レオロ

ジーの定量化が不可欠である。細胞レオロジーは、細胞内の空間位置に依存するが [1]、その空間

分布は未だ不明な点が多い。また、細胞の力学特性は、その細胞周期と関係することが報告され

ているが [2]、その空間依存性は未知である。本研究では、原子間力顕微鏡(AFM)とマイクロ加工

基板技術を用いて、細胞レオロジー空間分布の細胞周期依存性を調べた。 

２．実験方法 

周期同調を行う必要がなく、細胞周期を可視化できる Fucci [3]を導入したアフリカミドリザル由

来腎臓細胞(COS-Fucci、RIKEN)を用いた。PDMS を使用したマイクロプリンティング法[4]を用い

て一辺 30µmの正方形に COS-Fucci細胞を単一に播種した（Fig. 1）。AFMのフォースモジュレー

ション[5]を用いて、単一細胞のレオロジー測定を、縦 10点、横 10点の計 100点で行った（Fig. 1）。

べき乗則モデル[6]を用いて細胞レオロジー変数の空間分布を調べた。 

３．結果と考察 

G1 期の弾性因子（G0）、べき指数（）、および、細胞の高さの平均空間分布を Fig.2 に示す。

細胞の縁に比べて中心部において、G0 は減少し、より弾性的であることが分かった。また、G1

期と S/G2期では、細胞レオロジーの空間分布が異なることが分かった。細胞レオロジーの空間分

布と細胞骨格構造の間の相関についても当日詳細を報告する。 
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Fig.1 Micropatterned cells(left) 

and AFM measurement method(right) 

0.25

0.225

0.2

0.175

0.15

0.125

0.1

0.075

0.05

1

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0

0.25

0.225

0.2

0.175

0.15

0.125

0.1

0.075

0.05

Fig.2 Mapping of modulus G0 (left) and 

the power-law exponent a (center) 

according to power-law rheology and 

cell height (right) in the G1phase. 
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